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Abstract.   In summer of 2014, number of individuals of Coenobita purpureus that 
released larvae at a coast of Shirahama, Wakayama Prefecure, Honshu, Japan was counted 
daily during the period between July 1 and August 25. Such a reproductive behavior 
was observed in a small number of individuals (maximal 3 ind./night) in only eight days 
during the period (in a total of 26 days the number could be counted). Combining with 
the results obtained in the last year, release of larvae of the present species may not be 
contributed to increase of the population in this area.
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（要約 ）
　2014年夏季（7月 1日– 8月 25日），和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所“南浜”で，
ムラサキオカヤドカリが放仔した個体数を調査した．その結果，悪天候の日が多かったことも影響し，期





オカヤドカリ Coenobita purpureus Stimpson が
2011 年 8 月に和歌山県白浜町に所在する京都
大学瀬戸臨海実験所“南浜”の波打ち際で放仔
行動を見せた事が本州で初めて観察された（久









前回の 2013 年に計 20 日間実施した調査結果と
比較した．
材料と方法
















たのはその約半分の 26 日間で , 台風時や夜間
降雨時の後にはい跡は全く判別できなかった．
2013 年夏季に実施した連続 20 日間にわたる調
査結果と同様に，それから丁度一年後の今回も，
ごく少数のムラサキオカヤドカリしか放仔しな
かった．今回，放仔は 7 月 17 日に初めて確認
され , それ以降は放仔が実行され，最多で一夜
に 3 個体（7 月 27 日）だった．また , 放仔が見
られた日は，計 26 日間の内でわずか次の 8 日
間であった：7 月は 17 日，18 日，21 日，27 日，
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図 1．ムラサキオカヤドカリの放仔個体の調査区域
（和歌山県白浜町所在の京都大学瀬戸臨海実験
所“南浜”の西部に位置する不動明王（写真
中央よりやや右）の前浜）
